






玉井健司　TAMAI  TAKESHI

1968　埼玉県生まれ
1995　愛知県立芸術大学美術学部美術科油画専攻卒業 

1997　東京藝術大学大学院美術研究科油画専攻修了

おもな個展

1997　Garelly KIGOMA、東京
2000　「Boulder project」カノーヴァン、愛知
2001　「My father said」ナガミネプロジェクツ、東京
2003　「クロスライン」ギャラリーツインスペース、大阪
2005　「苔のむすまで」レントゲンヴェルケ、東京
2006　「花の窟」ZENSHI、東京
2008　「重力亀」ZENSHI、東京

おもなグループ展

1994　「No Count Papers 増刊号 2」青山界隈、東京
1995　「写真で語るⅣ」東京藝術大学芸術資料館（陳列館）、東京
1997　「桐生再演４」桐生市街、群馬
1999　「もうすんだとすれば。斉藤公平・玉井健司・前掘浩二・横山豊蘭」ハイマウント・ビル、大阪 

2000　「知性の触覚 2002 -Crazy climber 狂人越境者」ギャラリイ K、東京

　　　「Consecrate to you -…を捧げよう -」モリスギャラリー、東京
2002　「GOOD LUCK!! an aspect of Contemporary Art」パルテノン多摩、東京
2003　「108」イセ文化基金、ニューヨーク
2004　「ECO METRO」光州ビエンナーレ、光州
2005　竹崎和征 ×玉井健司「graft」タケザキフロア、東京

　　　「インディーズフィルムフェスティバル inながの」ネオンホール、長野
2006　「百花繚乱」BOICE PLANNING、神奈川
2007　「表現者決起集会」Black Chamber、大阪 

2009　「Sunny Side ZENSHI '09」ZENSHI、東京

平野治朗　HIRANO  JIRO

1963　石川県生まれ
1987　松蔭浩之とともに Complesso Plastico （コンプレッソ・プラスティコ）を結成

コンプレッソ・プラスティコのおもな活動

1989　「メタリズム」ワコールアートセンタースパイラル、東京
1990　「アペルト 90」（第 44回ヴェネツィア・ビエンナーレ）、 ヴェネツィア、イタリア

　　　「脱走する写真」展  水戸芸術館、茨城

　　　「日本の現代美術－ゾーンズ・オブ・ラブ」～ 1992までオーストラリア、ニュージーランドを巡回

　　　「キャノンアートラボ　第１回企画展」テピア、東京

1991　UKジャパンアートフェスティバルに参加　オールドライブラリーギャラリー、カーディフ、イギリス

個人としてのおもな活動

1996-2004　岐阜県立国際情報科学芸術アカデミーに勤務
1992　「科学と復習」ONギャラリー、大阪
1993　「アナザーワールド」展  水戸芸術館、茨城

　　　「ロゴスのテーブル」ワコールアートセンタースパイラル、東京

1996　「ICC Workshop Methodology No.1～楽器とアンサンブルのいまとここ」NTTインターコミュニケーション・センター [ICC]、東京
1999　「100 Light Years」　東京　名古屋

　　　「DECODE」FREE SPACE 3、東京
2001　水戸芸術館開館 10周年記念事業「宇宙の旅」展  水戸芸術館、茨城
2003　「第 2回大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ」越後妻有地域、新潟
2004　「白い基地」ワコールアートセンタースパイラル、東京

　　　「白光温泉 -White Light Onsen-Vol.1」ミュージアムシティ天神、福岡
2005



森弘治　MORI  HIROHARU

1994　多摩美術大学美術学部日本画科卒業　学士号取得
2000　クランブルック・アカデミー・オブ・アート大学院卒業　修士号取得
2004　マサチューセッツ工科大学（MIT）大学院建築学部視覚芸術学科卒業　理学修士号取得

おもな個展

2001　「Aperture Project」MIT N-51ビル、マサチューセッツ州、アメリカ
2003　「Aperture」Higure17-15CAS、東京
2007　「Hiroharu Mori is detached from the outside world」ARTSPACE、シドニー、オーストラリア
2009　「his speech」hiromiyoshii、東京

おもなグループ展

2001　「＼＼international＼media art award 2001」ZKM、カールスルーエ、ドイツ
2004　「Heimatwechsel (Change of Home)」 Hartware Medien Kunst Verein、ドルトムント、ドイツ

　　　「Have we met?見知らぬ君へ」国際交流基金フォーラム、東京
2005　「Expended Media, 18th Stuttgarter Filmwinter」 ヴュルテンベルク芸 術協会、シュツッガルト、ドイツ

　　　「I Love Art Video 6th edition」 by le forum itinerant, ストラスブール現代美術館、ストラスブール、フランス

　　　「Publiciy speaking - part1、2」サムジー・スペース、ソウル、韓国 ＆トーキョーワンダーサイト渋谷、東京

　　　「�e Burlesque Contemporains」ジュ・ド・ポーム国立ギャラリー、パリ、フランス

　　　「Enseigner / Produire L’art de produire l’art 」フレノア・国立スタジオ、トウルコアン、フランス

　　　「ピクチャー・イン・モーション DeLuxe」栃木県立美術館、宇都宮
2006　「インビィジブル・ランドスケープ」ルンドクストハレ（ルンド、スウェーデン）

　　　「アートスコープ 2005/2006：インターフェイス・コンプレックス」原美術館、東京
2007　「SHIFT: Places changing」 Lake Macquarie City Art Gallery、オーストラリア

　　　「アート・サマー・ユニバーシティ」テートモダン美術館、ロンドン、イギリス

　　　「第 52回ヴェネツィア・ビエンナーレ：�ink with the Senses - Feel with the Mind.  Art in the Present Tense（アルセナーレ）」 ヴェネツィア、イタリア
2008　「�e City As a Stage」ロイヤル・アカデミー・オブ・ロンドン、ロンドン、英国

　　　「第 13回バングラディシュ・ビエンナーレ：Anomalies」ダッカ、バングラディシュ
2009　「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ 2009」越後妻有地域（福武ハウス）、新潟

【事前のイヴェント】

「シンポジウム：ファインアートとテクノロジー」

パネリスト：畠中実（NTTインターコミュニケーション・センター [ICC] 主任学芸員）
　　　　　梅津元（埼玉県立近代美術館主任学芸員／芸術学）

　　　　　林卓行（玉川大学芸術学部ビジュアル・アーツ学科准教授）

日　　時：2009年 12月 5日 [ 土 ] 14:00－17:00
会　　場：東京藝術大学（上野校地）美術学部中央棟 1階 第 1講義室
入 場 料：無料（事前予約不要、当日先着順、定員 150名）
主　　催：東京藝術大学、東京藝術大学美術学部附属写真センター

助　　成：平成21年度文化庁芸術団体人材育成支援事業、藝大フレンズ賛助金助成事業、公益財団法人野村国際文化財団
協　　力：株式会社スタート・ラボ、株式会社ニコン

【会期中のイヴェント】

「Sweet Mellow Night  with  《GINGA》」

日　　時：1月 16日 [ 土 ] 17:30－20:00
会　　場：東京藝術大学大学美術館 1階エントランス
入 場 料：無料（当日 14時より 1階受付にて整理券を配布します／番号順入場、自由席、座席 100）
内　　容：平野治朗《GINGA》パレード（雨天の場合は中止、または内容を変更）
　　　　　サウンド・ショー（出演：南場敬介＋椎木静寧、志水児王、ほか）

※同日、 「まばゆい、がらんどう」展は 20:00まで開館（入館は 19:30まで）

森弘治《speech act / test mic #081 (Video still)》2008年
（参考図版）

広報に関するお問い合わせ：Tel&Fax 050-5525-2294　E-Mail info@dazzling-garando.com
　　　　　　　　　　　　　〒110-8714 東京都台東区上野公園 12番 8号　東京藝術大学美術学部附属写真センター
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